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本資料についての注意点本資料についての注意点

•• 本資料に含まれる業績目標等の将来数値に本資料に含まれる業績目標等の将来数値に
つきましては、現時点で入手可能な情報につきましては、現時点で入手可能な情報に
基づき当社グループで判断したものであります。基づき当社グループで判断したものであります。

•• 将来数値には様々な不確実要素が内在しており、将来数値には様々な不確実要素が内在しており、
実際の業績はこれらの将来数値と異なる場合が実際の業績はこれらの将来数値と異なる場合が
ありますので、この将来数値に全面的に依拠してありますので、この将来数値に全面的に依拠して
投資等の判断を行なうことは差し控えてください。投資等の判断を行なうことは差し控えてください。
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プレゼンテーションのポイントプレゼンテーションのポイント

• ACCESSソフトウェアの累積出荷台数及び搭載製品数は、それぞ
れ9,220万台、230機種（2003年5月末時点）と順調に拡大

• FOMAを初めとする各種携帯電話、L-mode、PDA等の出荷が順
調であり、1Qは単体でほぼBreak-Even

• 来期から拡大するであろう次世代携帯、ネット家電の普及に備え、
今期（2004年1月期）はやみくもな拡大ではなく、収益体質強
化に主眼を置く

• 海外においては、市場の動向を注視し、有力なPlayerに対し積
極的なアプローチを行い、Positionの向上を目指す

• 経営資源の選択と集中を明確にし、今期（2004年1月期）の連
結黒字化達成を確実なものにする
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１．高収益体制に向けての施策
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市場成長から見た今期の位置付け市場成長から見た今期の位置付け

携帯電話

家庭内
ネット家電

その他

2002 2003 2004 2005 2006

FOMA本格化

ホームネットワーク・
IP電話　本格化へ・・・

• 地上波デジタル本格普及

• ネット対応カーナビ普及
• 車載LAN　　等

現在
★

急激な市場拡大は
2004年から・・・

海外GPRS(2.5G)普及

海外3Ｇ本格化

デジタルテレビ普及• ADSL普及
• 光ファイバー普及　等

ブロードバンド普及

車のネット化

2004年1月期＝市場拡大を控えた体制強化のタイミング
•次世代携帯、ネット家電の普及による市場拡大を鑑み、現在の
「強み」に経営資源を集中し、次に訪れる市場に備える
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• 前期から進めてきた具体案件の
獲得により、計画通り、事業推進
できる体制になってきた

• 海外キャリア及びメーカー向けの
トータルコンサルティングに集中

• ACCESSグループとして、将来必要
な事業ドメインであるが、現在とし
ては、業界での強いポジションを取
れているとはいえない状況

• サーバー事業に対する、投資とリター
ン及び回収期間の精査を実行

クライアント事業サーバー事業

• 現在の人員を維持しながら、クラ
イアント事業単体として、確実に
収益を出していく

• 米スプリント向け三洋製携帯電話
• AT&T Wireless のGPRSサービス
「mMode」

• 一旦人員を約半数に縮小

• 成約済み案件であるTelecel Bell 
South向けトータルソリューショ
ン等のメンテナンスに留め、将来
再検討

USUS子会社の軽量化と集中子会社の軽量化と集中

US子会社（ACCESS Systems America）
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販管費等の推移（単体）販管費等の推移（単体）
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02/1Q 03/3Q 03/4Q 04/1Q03/1Q02/4Q02/3Q02/2Q 03/2Q

＜要因＞＜要因＞
①主な要素技術等の開発が、
ほぼ前期中に終了した

②必要不可欠な展示会等の
広告宣伝費以外を抑制し、
費用対効果を最大限にす
るべく努めた

③採用を抑制し、かつ業務
の効率化を進めた
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増加する案件への対応力増加する案件への対応力

開発部門におけるノウハウが各部員に不偏
的に蓄積。また効率化により、案件の増加
、高度化に対応可能

受託開発需要の拡大に対しては、社外リソ

ースを上手く活用し、社内人員を増やさず
に対応可能。
cf. NTT Docomo ｢WRISTOMO｣（東芝情報システム）等

①市場が急速に伸びた2002年度以来、開発
　及び研究開発部門の人員はほぼ一定

②社外リソースによる開発
　(メーカー、VAR(開発代理店)等)

200193193
184

177178

126

開発部門+研究開発部門の人員の推移（単体）

01/4Q   02/4Q  03/1Q   03/2Q   03/3Q  03/4Q  04/1Q
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100
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(内、新卒21名)
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2．国内市場の状況及び対応
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国内携帯電話出荷が回復局面へ国内携帯電話出荷が回復局面へ

国内移動体電話（携帯+PHS）出荷台数の推移
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（出所：電子情報技術産業協会）
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2003 2004

ドコモ

1月：FOMA 

F2051,N2051

（動画ｸﾘｯﾋﾟﾝｸﾞ）

1月：
251iSシリーズ

夏：FOMA 

春モデル

（TV電話、

動画ｸﾘｯﾋﾟﾝｸﾞ）

5-7月：FOMA 

N2701

（PDCとのﾃﾞｭｱﾙ）

（TV電話、

動画ｸﾘｯﾋﾟﾝｸﾞ）

3月：FOMA 

P2102V

（TV電話、

動画ｸﾘｯﾋﾟﾝｸﾞ）

5-7月：
505iシリーズ

（ｶﾒﾗ付）

冬：FOMA 

秋モデル

（TV電話、

動画ｸﾘｯﾋﾟﾝｸﾞ、

国際ﾛｰﾐﾝｸﾞ）

冬：

505iSシリーズ

au

2-3月：
A5304T*

A1301S

A1302SA

（1X、

動画ｸﾘｯﾋﾟﾝｸﾞ）

4月：
A5305K*

（1X、

動画ｸﾘｯﾋﾟﾝｸﾞ）

5-7月：
A5401CA

（1X、

動画ｸﾘｯﾋﾟﾝｸﾞ）

秋－冬：

EV-DO端末

33GGの普及の普及

3G普及のタイミング
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FOMAFOMA普及による大きな変化普及による大きな変化

現行i-mode

NEC

富士通

三菱電機

他

（主要採用メーカー）

（受託開発単価）

（ロイヤリティ単価） 逓減

微増

FOMA

NEC

富士通

三菱電機

Panasonic

シャープ

飛躍的上昇

上昇

シェアの

確実なUP
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ネット接続に必要なソフトウェアコンポーネント一式を提供。順次、機能を追加
して、付加価値ネットサービスを可能にすることにより新しい取引先を拡大。

ブラウザ機能の拡充ブラウザ機能の拡充

ブラウザ
通信関連ソフト

OS

セキュリティ関連ソフト
JAVA

AVE-Blue

プラグインソフトウェア

その他機能

SMIL, DOM
ECMAScript

FLASH

アライアンスにより拡充

Acrobat 
Reader
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3．海外市場の状況及び対応
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携帯電話機市場地域別出荷台数携帯電話機市場地域別出荷台数
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(百万台)

（出所：citi）
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海外有力メーカー・プラットフォームベンダーとの取組海外有力メーカー・プラットフォームベンダーとの取組

•スマートフォンSeries60向け

最新ブラウザのダウンロード

開始

•China Unicom向けMMS

•海外iモード対応の携帯電話

にブラウザ、Java実行環境を

提供

•China Unicom向けMMS 

•Linux OS向けトータル

ソリューションの提供で提携

•BREW用新ブラウザを提供

今後の欧州での展開

に期待

World Wideでのシェア

拡大及び採用に期待

拡大する中国市場での

基盤拡充

中国及び北米から

CDMA 1Xでの

実績を拡大
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海外向けで発表済みの主な案件海外向けで発表済みの主な案件

PanasonicVodafone Group (GPRS 2002-2003)

Motorola
Samsung
中国ベンダー　計18社

China Unicom (CDMA 1x) M-IMAP

GTRANBell South Group 南米 (CDMA 1x)

三洋電機Sprint PCS (CDMA 1x)

CDMA Group

PanasonicChina Mobile (GPRS 2002-2003)

NECH3G Group (3G)

NEC
東芝

三菱
Samsung

KPN(オランダ)
E-Plus(ドイツ)
BASE(ベルギー)
KGT(台湾)
Bouygues Telecom(フランス)
Telefonica(スペイン)（6/26サービス開始予定）

国際i-mode関連

メーカーキャリア
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　　　４．結び
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・国内の携帯市場に強固な基盤を構築
・海外の有力PLAYERとの関係を強化
・海外携帯市場をインターネットの成功モデルに
誘導
　→ Post-WAP時代のソフトを提供
・携帯からはじまったネット家電の市場拡大を
world-wide にドライブ

ACCESS ACCESS の今後の戦略の今後の戦略
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（参考資料）
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搭載製品数・出荷台数搭載製品数・出荷台数

1999 2000 2001

50

100

150

200

250

300

1000万

2000万
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4000万

5000万

6000万
出
荷
台
数
（
累
積
）

搭
載
製
品
数
（
累
積
）

1998 2002

i-mode

DreamCast

ez@mail
PDA

Digital TV
L-mode

ワープロ

Car Navi
Digital Camera

7000万350

9,220万台

230機種

2003年5月末時点
8000万

2003

9000万

FOMA
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主要リリース製品　主要リリース製品　11ＱＱ

NEC

FOMA/PDCデュアル端末

「 N2701 」

NEC

i-mode端末「N251iS」

NEC

ハチソン3G向け3G携帯電話

「e606」

「e808」

NEC

i-mode端末「Ｎ211iS」

富士通

FOMA端末「 F2051 」

Panasonic

FOMA端末「P2102V 」

三菱

欧州向け携帯電話

「m21i」

三菱

i-mode端末「D251iS」

Gtran

南米Telcel向け携帯電話

「Avantg」

カシオ計算機

auムービー携帯

「A5401CA」

SII

NTTドコモPHS

「WRISTOMO」

NEC Lモード対応ファクシミリ
「SPL-S50W」

シャープ Lモード対応ファクシミリ
「UX-W31CL」
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主要プレスリリース一覧主要プレスリリース一覧

03/02/06  最新ブラウザ、米国Sprint向け三洋製携帯電話に搭載

03/02/14  エイチアイとエイチアイ製3Dポリゴンエンジンの販売で提携

03/02/17  最新ブラウザ「NetFront v3.0」、Nokia製スマートフォンに対応

03/03/07  最新ブラウザNetFront v3.0向けマルチメディア拡張モジュールを開発

03/03/10  NEC製最新欧州版「iモード」対応携帯電話にブラウザとJava実行環境を提供

03/03/10  サムスン製海外版「iモード」対応携帯電話にブラウザとJava実行環境を提供

03/03/17  モトローラ、メトロワークスと組込みリナックスOS向けトータルソリューションの提供で提携

03/03/18  クアルコムにBREWTM用新ブラウザを提供

03/04/08  アドビ システムズ製Adobe ReaderをPC以外の幅広い端末に利用範囲を拡大することで協業

03/04/23  三菱電機の欧州子会社製欧州版iモード(R)対応携帯電話にブラウザを提供

03/04/24  Nokia製スマートフォン向け最新ブラウザ「NetFront v3.0 for Series 60 」のダウンロード販売を開始

03/04/25  チャイナ・ユニコム向けマルチメディアメッセージングソフト搭載携帯電話、

　　　　 モトローラ製『V860』、三洋製『SCP-580』、海信電器（Hisense）製『C3698』、など7メーカーから発売


